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本舞重酸ゲル等の多乳質固盟オ1、種々なる氣體域は液體を吸ふ峯は周知の事章

であつて・..rnl・S9し て1衿 迄lcve:re多數のwrが 殱 訊 てapる ・然 し乍 らそ

の吸牧する原因.及 び軈 に至 りては求だ明瞭でないので・多 くQ學 者力轡 あ

る理論を提出して.ゐる。..・ ・.

多孔質圈盟が溶液 と接觸 してsそ れよ.り溶質を吸ひとる事(p研究は,.實 用上價

値の多い凄であるが,牧 着の本!生を學箭的卒場より研究する舞めに.は,・そこに画

脇 齦 及び蔽 なる三蝉 の閣係を撚 する輝 あるがためにぶ 鵬 可なり'

雌 になる6ζ れ眦 輳すれ隅 多孔質酢1艘が繍 臓 吸城 象は・'唯だ二租の

頗 の關係を研究すれぱ足 りう..もの臨 事情は遙か1こ簡單なる筈である'eζれtt
り

對 して も澤 山 の論 文 がlliさitて あ るo

著都 数年韓 り木嵐 皹 グ峨 は沸石類靴 室氣 糧 耳斯,アム顔
め

ア・エチレ.ン等の氣體を吸は レめ・牧着量或は牧着速度等脚 定 した。其の結畢.

として,著 者はこれ ら多孔質固磑が氣體を吸牧するのは,固 儼の表面に居歌に無

慨 嚇 する.も.のには非晒 て・吸」卿 の原子或畍 子ap間 隙に・Utgefi子 が進
ヨコ

天介在するものなる事を稱へたo

1)BfcISain,"TheSorptionofUmesandVaponnbySolids"X3933),[London,

R・out・&s呵 に 交 獣 が 載 つ て ゐ る。

.2)

.鮫 烏 及 林,ScienceReportTohoku.lnii.p.」Univ12(1934),2397鮫 局 及 渡 逢,口

}憾 鯵,4ア くエ9鉛)・7155鰍IB・1】 ・ch・ 嘩 。cJapan,2(19:57)・1S."AFi;

4(1999j,9G;6(1930),173C309;G(1931),166.

sプ 廳 ・Bull,CI・em,Sony・ ・p呷 く・噺 ・25・.伽 ・m1Newe, .・3・・(・92・),・ ・}・

工 暴 化 騰 詰,32(1929),.790.'1「.一 、.'.
「

9

a;

....一E
..報 ト..・ ●

箪

,9

　

.■ ■ ■i圃 一1■j一・ 舳一 ■■ 暉..一.一 ■.一._繭 齟 ■■■一 一



物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)

噛 〔2)(鮫 鳥貧 三郎)多 孔 質固腔 の氣髄收:着連度

著者は更にこの説を…誌礎 として,多 孔質固體が氣體を吸牧す.る速度 を示す式を

得むと試みた。..

多孔質固皚が氣礙を吸ふ速度 を測定 した文獻は,割 合に數少い。 しか も其の多

くは,氣 體Q最 初の壓を定φ,そ れに固體を接鰻せ しめ,壓 の漸次減少しゆ く速

さを測つてゐる。これは主として,眞 室をつ くるため,3くは氣體 を集めるための

手段としセ,木 表等を利用する事に封する,研 究に於て行はれたのである。牧着

の本怪を究める目的の爲めには,む しろ氣體の壓 を始終一定に保ち乍 ら吸牧速度

を測定する事が望ましいのである二斯る條陶τ適合する研究としては,從 來僅か
り

に一二の論文 しかない。翻ちGiesenが 黄揚樹材の木衆に室氣,炭 酸瓦斯及びア
つ

ルモニアを吸はしめた貿驗と,Bergter.が 椰子炭に筌氣を吸は しめた實驗 としか

著者には見付か らない。そ して これら二人の實駐 とて も,材 料と云.ひ方法と云

び,あ まり正確IC測 定が行はれて居るとは思はれなV㌧ 然 し乍 らこれ ら二人の得

ちれた結菓 も奪重し,普 者等の測定結果 と併せて計算の材料に用ふる事にする。

多孔質尚盤に画定壓の氣媛を接觸せ しめると・初めは急激に吸牧が 行 はれ る

.が,普 通數分後には吸收蓮度甚だ小とな り,一 見干衡欺態に邏 せ しが1如くに見

ゆ。無 し徇長時間精密に觀測を絏 くろときは.徐 々なれ ども吸牧は徇ほ行はれて

ゐる事を知る。.普者は砂櫞 にアムモンア瓦斯を吸 は.しめ,吸 收速慶 を約孚議に

渉 りて測定 した。其の結果時間と吸牧量との間 に違iだ簡單なる闘係ある事を發見

した。そ してこの關係は其の他の場合に もいつ も適用される事を知った。

今吸牧最を露とし時間を舌とす.ると

x-alogt=k

なる關係がある。但 しOlとkと は恒數であるcこ の式[tは 理論的の意味がつけら

れる。帥ち多孔質固體に氣體が收着されるときには,寒 體分子が狭い孔の中に入

1)Gie5e叫A皿.Phy曲,10(1903),833・

2)王k}∬9電er,.An且 辱PIBy区 立も37(lg12),4'2:

'
一(原 報 」一
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(鮫島實 三郎)多 孔 貿囿麗 φ氣盟牧着遠 慶 (J.)

り込.ま うと して,も が い て.ゐる と.考へ る。 其 の と き.抵抗 をRと.し 入n込 む に要

す る時 間 をtと す る と,抵 抗 と時fnstは 互 に比 例 す る もの と見 る と,

R=at

と置 き得odは 比 例 恒數 で あ る 。又 一方 氣體 が吸 牧 さ.れる速 度 は抵 抗 に反良 例 す

る もの と見 緻 す.と}....…

dx6

硯 一R

とな るcbは 他 め恒 数 で あ る。 依 て

dxb

瞬 一.Rt

ζれ を積 分 す.ると

'dx_a"dt・k

即 ちx =⊥hnt+ka
或{まx-R(ogt=k(A)

とな る。.圏

實驗7)結 果 を曲 線 に畫 い て 見 る と,.第 一・圖の 如 き形 にf;る も の が 多 い。.それ

でtのltd的 大 な る部 分 に は

箏r四
x-logtも 繍 ま『 本 の醺 に

x

近 くな つて ゐ るのz,ζ の 部 箔 、、 ゆ

分にては上式が域立する。故

にまた この部分では上記の様

な吸牧機構が行はれ.るもの と

推定 され.る。.躑ち非常に狹い

蔑覧

一 ・殉 オ

孑しに氣體分子が押 し入つてゆ くもの.と考へ られる。上式のR,Icな る二個の恒數

は無論直線の傾斜度 及びそれがZagt=0の 軸 と切る高 さか ら得 られる。後に福

ぐる表に於ては,こ の形の式によnて 計算 した結果を實測値とtee較して.ある。

一.(原 細 一
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(4)(鮫 島.買三 郎)多 孔質固睦り氣恆枚漕逕度

.次 に牧菠の初めの部分は此の式に合はない
。 この部分の逾度は:こ.れを正確に測

;定する事 も巾々困難である。即ち非常に速度が大なる上1ζ牧着に伸ふ發熱がある

か ら,固 艘の濃度が昇 り測定を不正確ならしめる。

rt著 者は次の樣な式を考へて見た
。1』.

寄 一K雫(・)

但 しSは 飽和量,K:とnと は恒數とす。然しこのSの 値は初めの牧着作用に對

する飽和量であつて直接實驗結果からは得られなV丶 これの大饐の麓は,第 一圖

で曲線が直線に移る部分の τの値に近い。.この式の意味は.收 着速変は未だ氣體

分子tclkつ て占領せられてゐない場所の大塗さ,帥 ち(S-x)に 址例 する。双牧

漕は氣腮分子 と固艦とが互に附薪 し合ふに使利な部分か ら,頤 次行はれてゆ く。

初 めに吸はれ.た分子は一番附着し易い部分を占領 して了ふのであつて,後 か ら來

る分子は附 き難い部分へ附着 してゆく。それ故にXの 値が増すほど,附 着に不便

な部分のみが殘つてくる。これ を葦～はすために牧着速度は ガ に反比例すると置

いたのである。%の 値は幾何になるか分 ら組が,こ れはつまり固體各部に氣體分

子漸 墸 する難易がどれ位の差で・叉ど繊 の簾 で配分され てゐる加 歌 つて

定.まるべき値であらう。例へば固艘面が非常に凸凹が多くて其の爲めに掛張つた

部iζは吸ひつけられ易いが 入 り込んだ部や蔭になつた部には,氣 皚分子の聞突

ナる擾會が少いか ら從て牧着 も邇iい。 ・

斯様 な推定はまた固髄の表面に親和力叉体活性度.(Activity)の 異なる部分が

.存在 してゐて,其 の侵 もAetiveな 面か ら收着が行はれ るのであると.考へて もよ.
り

い5こ れは塒 の接絹觸媒理論とも一致 した考である。翡 しn=O.で あれば速度.

は車に未占領區域の震 さに比例することになり,固 醴面には親和力の大小なき事

となるo....:...『.『.

.

b湘 蠍 搬 悩 謎 瓦.穐.4畳(昭 和五年),73夛 李民臨 本 臥5(昭 和六年)81

等。..1..「

一.`原:.報 〕一
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(鮫島責三郎)多 甚質固體⑳氣忸牧着遖度 (b)

氣饐分子の附biz便,不 便があると云寿事 と,固 髏表面に親和力の大小がある

と云ふ事とは・牧着速度的結果から.見て同一になる。故に此の事からは多孔質固

體の氣體牧着が,單fる 吸着であるか,.叉 は原子の間隙に入 り込む作用であるか

を.區 別する事は困難であらう。

つまり分子や原子と同じ程度の大Cの 孔 を多数に持つ木炭や堵酸ゲル,又 は斜

方瀬 等鯲 ては哉 醸 と郡 勸 脚 力`郷て蘇 を砂 ものかどうか瀕

る疑 は しい と考 へ るの で あ るa然 しLangmuirの 簀 驗 の如 く;.稍子 や 雲母 板 や 白

舷 艨 な脚 猿 面に・鰻 分子繊 着される事と 耀 等焼 撒 着出 .

向一の原因例へばResidualvalencyとxつ た樣な もので吸ひつけ られ るのであ

ると云ふ様な,假 定から出褒 して,木 炭等 も亦固髓表面に吸蒼が行はれるのであ

ると獨斷的にをある事はいけ'A。 アム毛昌ア瓦斯が水に溶けるのは,水 の分子

め間にアムモ轟アの分子が入 り込 むのであつて,こ のときは至體が均一なる相を

つ くるが,こ れは如何なる親和力によるのであるか。固彊面に吸着を起す力と同

L'ものであるか否かは分ら/dNC木 炭や珪數ゲルでは吸はれたi氣體分子が,固 盟

の原子ヌ1は分子のPa5F3ilL入り込むとする.と,出來た ものを.均白相 としてよいか;

不均一・相としてよいか,取 捨に迷は』ざるを得ない。 「

権て上の(B)式 は其の儘で級數式 どして積分せ られる。

一S"1・L(・一の紺 ・ ・一の払 穿L一 ≒ 愛 ・一 …・

・・……+(モ 黯,!評.(s-x:k)b+…:… ・・=xt+CORSE .

一cあ・
・ 然 しstn式 ・嫐 で ・141Z4iは され な ・ か ら騨 な ・4tcth.

n=1と 置 い て見 る とiB)式 は ・ . .、 ・

dx

dt-K5-xxゆ

とな る。故 に積 分 して

S-x-Slit($;一 .rp)一=Kt十C、 「
　　 ら

Cは 積 分 恒數 で あ る。t=Oに 於 てx・Oで.あ る.から』 、.・.

一(原.報)一
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(6)1鋏 島贇三郎)多 孔質固髏 の氣胆 牧着遠度

,. IC=S'一Sl,ts.

故に

tt臼`
・s菫 。 一 ・・K・....b}

此の式に依ゆて牧着の初期の部分,即 ち第一圖に於て カの小にる曲線の部分が表

はせるかど.うかを驗 して見た。

但 しこれ.tsn=1と 勝手に置いたのである浄ら、各固體についていっ も(D)..

犂 あてはめる揖 縛 は凝 獣 と思1覇 ・各賜 繍 黙 節 て,擁 畢

ρ雌 腆 卜鰐 な.らな噌 である撚 しそう禍 と・餓 か蛇 める嘩 博
がktS及 び%の 三つとなつて來るので,そ れ を定めるには 三つの實駘値を用

炉ねばならす,そ の結果大抵な曲綜は計算値 と一致する様になるであらう事ほ豫

、 想 されるpし か.も.それ程にするだけ,遽 度の測定は精密に行はれてゐない。且P

計算は甚だ複羅になる。それ敢に今はn=1と 置v・た二つの恒數の式(D、 にS.

〃て實瀧 と計蠅 と轍 べ硯 る・ゆ 結果は種切 贐 にア・モーア瑚 が

吸はれ縄 粭 に1琲 常樽 く計算値 躓 漸 直と一致する・撒 傭 髑dま ア2・・e.

畠アの時ほど旨くは行かないが,そ れで も可な りの程度に一致する。兮後暇があ

ればnに 種々ある値 を入れて計算をやつて卑る事に しやうc,

牧着作周が期嫌に前期後期の二段にな り,そ れぞれ,(A)と(D)と の二つの.
りL')

迹度式に依つて表はされると云ふ事は,MeBain・Sheldon等 の云ふ如 く,先 づ

吸着が起 り,後 に溶解作用が進むと云ふ詮と,共 通鋤がある機である。

測定と.計算の締果は以下の表 に示す通 りである。但 し珪輦ゲルに蚩酸瓦斯戎ア

1モ=・ アを吸はせた位は未發表の もので,新たに著者が實驗にて得だ結果であるo
ユリ

第一表は砂鰍 に・一氣壓のアムモニア瓦斯を吸は しめたときの値であつて,第

1)McBain,Phil,ffiag.,(6)18(19p9),915.

2)Sheldou,PhysicalReview,19(192:),263.

3.}鮫 島,Bnll・Che皿 。SooJapan5(1930),.173

一(原 報).≒
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物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)

(7)

一 列 は時 間,・.第二列 は0.3550gr.の 衆 が25℃ILて 吸 ひ し氣體 の 量 を,零 度 の と

きの 容積 に改 算 .した 値 で あ る。 第 三 列 は

2303x36.17tog36.17 _x-K
t36.17-xt

な る式 に よnて 計 算 したKの 鱗 夊 第 四列 は

x-1.033togt=K

な る式 に よhて 得 た るkの 値 を示 す 。 これ らは いつ れ も速 度 恒 数 で あ つて 。 それ

ぞ れ 一 定 値 を.とるべ き筈 で あ るa第 五 列 は これ らの 式 に8=37.95,k=35.isと

置 きて 得 た る式 を用 ひ てAILxの 値 を求 めた る結 果 を示 す 。 それ らの計 算 式 は表

の下 部 に記入 して あ る。第 六列 は計 算値 と測 定 値 との 差 で あ る.

第 一 表

砂 瞰 に アム モ ニアの牧 着(25.C1氣 壓)

〔鮫 島Bull.Chem.Soc.Japan,5(1930),1/J.〕

醇 問(分 〕 枚着斌(co)
1遮 度 恒 鋭 計算敗清量 差

ε 狸画. Kl;k 一.%eata. 隰 な,一as'通.

一

a 0 〔 一
0.33 (2.317 3T.u7 r..#1 前 十 〇.ofl

0.77. 然345 20.gq? :.R.99 +4.60?

1,27 32.29 ss.ia 32.30 十 〇.oi

1.83 3↓11 as.oo 3」.11 0

2.33 35ρ3 39.64 誤.99 期 一 〇.os

3.90 35.93 36.D3 3i.95 +0.03

10$3 38.983 一 『 一
:1 3G.i76 3i.41". 36:485 以 一 〇.au

67 73.183 3u3911 36・9S5下 _0.工9S

140 37.332 3.161
後

37・315期 一 〇.os7

躑 srsss 35ユ27 37.885 一QOE7

1420 38.356 35.103 33.363 一 〇.003

1660 33.101 35.07A 36.423 十 〇.oY:lOOVSJ+3v1

308533.Bi5
.

3n.077 ss.eas 十 〇.03

4L"5 3S.S37 35』74 33.363 十 〇.ac

7280 390罰9 31.063 39.036 十 〇A37

8740 ss.ia3 35.uza 39.165 十 〇.oso

10180 39.21S as.osa 39.235 十 〇〇iz

1310 33.305 36.0.19 39.3b1 十 〇.eaa

一(原 報)一.
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(8)(鮫 島賓三郎 】 多孔箕固題 の氣體牧凝遖度

'37310 39.4^x' 35.(レ49 39.414 十 〇.osi

_`0140 39.51b Sn-073 39.5". tO.017
23270 39.b89 36.083 assoe +0.017

:,7960 99.663 35.087 ss.csi +0.013

30326 39.726 35.1tY.' 39.724 一U.003

37455 39.8-- 31.091 39.$:0 十 〇.oos

4130.1 ss.ass 35.098 '8.867 +o.oo十
nO550 39.9b1 35.(旧7 39.954 十 〇.oos

bii90 40.033 3:1.119 40.01i 一 〇.019

83580 40.Oii 3驫122 ;O.Ob6 _0.022

i3&iO 40.149 35.12" 40122 一 〇.09

87885 4023} 35.139 gO.:;M. 一 〇.03:

loasio 40.884 3b.189 40217 一 〇.089

1'SY90 40.440 35.179 40.361 一 〇,vts

119950 40.531 35.139 404姐 一 〇U89

178760 40.07i 35.151 90520 一 〇,057

08980 40.636 35.U94 40.590 十 〇.ooa

229200 90.603 35.071 40.632 +0,029

279460 40.612 31.991 40.731 十 〇.ios

2.303x36.17.36.17x

肌98吻 一豕al7-x-3乳98冒`

35.10-1-1.03?logt=x

136

9

8

6

3

2

2

12

10Q

1

o?

第 呂 園

/♂ 一 一一 。一
G

→t
f R 4

これを固示 したのが

第=:固 友び第三圖であ

つて,前 者は牧着前期

の後者は牧着後期の>u:

態 を示 してある。圈翳

は測定値で,線 は上の

二式 より計算 したる値

に相當する。縱軸はい

つれ 砂 であ夢 ・.横

軸 は第二圖にては`,夊

第三圖にてはlogtを と

つてある。.

一`原 働一.
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(鮫島實三郎)多 孔 質固髏㊧氣畏啄驚逕度(7)......_一.
一列は時闘,・.第二列はO.S550Sr.の 炭が25℃ にて吸ひし氣體の量を.,零度のと

きの容積に改算 した値である。:第三列は

2.303x36.171ad36.17 _x=g
t36.17-xt

な る式izよ りて計 算 したK:の 値,夊 第 四列 は

x-1.032ioyt=K

な る式 に よ りて得 た るkの 値 を示 す 。.これ らは いつ れ も速 度 恒 鬣 で あ つて,そ れ

ぞ れ 一・定値 を.とるべ き筈 で あ る.っ第 筑 列 は これ らの 式 にK=37.ss,k=35.10と

佐 きて 得 た る式 を用 ひ てAILxの 値 を求 めた る結 果 を示 す 。 それ らの計 算 式 は表

の下 部 に記 入 して あ る。第 六列 は計 筑 値 と測 定値 との 差 で あ る.

第 一 表

砂.發炭 に ア ム モ 三アの牧 着(2a.C1氣 壓)

〔鮫 島,BuU.Chem.So(エJapan,5(1930),17a.〕

牧騾c.)i響 一

0

22β17

24.345

32.29

34-11

3b.03

8a9:

36.983

8G.i76

73・塒

37.332

37.692

33.35G

3&901

33.Bia

3s.Q,

3AU19

39.13s

asHis

33.30a

1

37.57
?0.902
83.10
ss.oo

38.64
3G.fl3

一(原

Ili.4L"

35,ass

3.187

3i.L".7

3喬103

35.07A

3ｧ.077

350ア4

31.083

35.U90

35.083

36.054

報)一.一

計莫敗着鼠 差
_.'Yrn/c. xmte.一xo'a.

、

:'3.41 前 十 〇.09

_'3.94 十460?
32.80

sa.v
[

十 〇.oi

O

34.99 期 一 〇.Oa

3iA'u fO.03

36:463以 一 〇.311

36.985下 一 〇.188

後
37.31a 期 一 〇.067

37.865 一 〇,027

33.3b3 一 〇.pO3

38.423 十 〇.02雪.
38.699 十 〇.033.

3S.S63 +o.aas
39.096 }0.037
39.168 十 〇.030

39.235 十 〇〇n
39.コ51 +0.046
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物理化学の進 歩Vol. 6(1932)

(8)(鮫 島賞三郎)多 孔質固體 の氣體牧蔚速度

'17310 33.4"_3 33.0;9 39.414 }0.051
.oaaa 39.616 35.073 39,b4: 十 〇.03ア
23270 3J.589 3bA83 39.806 十 〇.OI7
27450 39.665 35.087 39.631 tO.013
30EYb 39。7望6 35.1J3 39.7鋭 一 〇.002

3ア98u 39.811 35.091 39.3?A 十 〇,009
4130.5 39.865 35.098 89.889 十 〇.oot
50550 39.951 35.097 39.959 十 〇.oos
biTRO 90.033 35.!19 40,014 一 〇.ois

63360 no.o:7 3u.19'. 90.Obb _0,022

i3ubO 40.144 35.122 401:2 一 〇.oss

Si885 90.233 35.132 90.yO: 一 〇.033

ZO3910 ao.asc 3b.189 40277 一 〇.oss

12δ290 90.940 95.179 90,381 一 〇,079

149950 40.csi 95.139 4DM2 一 〇,089

178700 40.b77 35.157 40.5"_0 一 〇.os7
08980 90.b86 35.1198 40.b90 +0,0〔u

2釼200 40,603 35.071 90.032 +o.oss
.279460 40,C1: nasal 40.751 十 〇.109

23警 靜17切 一轟 二
x-z37.98一 ・

So.10十1.03?lobt=x

鏑 呂 ..圏

一(原 鵯D一 一

これを圖示 したのが

第二圖及び第三圖であ

つて,前 者は牧惣前期

の後者は收着後期の肌

態 を示 してある。圏點

は測定埴で,線 は上の

二式 より計算 したる値

に相當するo象從軸はい

つれ もxで ある.が,横

軸は第こ二圃にてはt,3C

第三副 こては～・φ をと

つ て あ る。



物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)

〔鮫島實 三郎).多 孔貿固霾の.氣恨牧着驚度 (9)

ss
4,

73

38

37

5
1

65

」ご

τ

0

u

・一一 君7t

6

圏

z 3 4 S

第 二表 以 下 に於 て は 紙 面 の節約 め 爲 め,速 慶 恒 歎 の列 を 省略 し,單 に牧 牆 量 の

測定 値 と計 算 位 とのx:較 に 止 めて お く。iii曲線 圖 も省 略 す るQ

第.二 表

木 累 に ア ムモ 昌アの 牧 藩(20C488mm.)

〔Giesen,Ann.1'hysik,.10(1903),842〕

夢

f 畿o璽」 ぼごd6.

」zae.
亀r曜.

t 2S.7 31.3、 is 5&7 一

2 39.7 39.7 齣
IJ X1.3 u4.4

3

4辱

4S7

48.7

44.7

43.2

.O

go

54.5

54・7

捌L5 後

5↓6
b soa ro

期
eo bu.0 55.3V

s 6:.' 6:.. L"0 uSl 55.1

7 b'_9 63.5'
1SO 5㌫2

期bS3

9 533 一 ao 55.9 55.2丿

9 sas 一

2.303xb808 _x-1
3.7×0968-x13.7-t

53.5tO.7/ogt=一z

一(原 報1一
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(10,(鮫 島費三郎)多 孔質固體の氣腕 孜蓿迚慶

物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)

第 三 表

木 炭 に 淡 酸 瓦斯 の 收 茄 口8.5℃.,621mm.)

[Giesen,Ann.Physik,10(]903'.842

f 2◎邑8. =㎝ に. i xuw . m祕.

i iss 1$5 io 17.9 s.o

2 223 :.8前 15 283 ".,8a

S 25.2
P

25・1
.期

nQ "47 '1.8.7

9 :8.4 sss so 293 29,2

6 27.3 .7s以 60 30.9 X9.9

6

7

.7.8

27.7

27.5下後

£7・7期

i.o

isa

sos

si.t

30.8

31.0

8 37.8 27.8 240 si 31.:3

9 ?7.9 57.9 謝 3Lｰ 31.5

23嬲a3加 懿 葺 一
、xO.5G=t

20.7十2.3ilogt=x

第 四'表

木 炭 に 炭 酸 瓦 斯 の 收 羶(18.2`C.,496mm.)

〔Giesen,A【mlP嫡k,10(1903,84?'〕

` xo'e. za・ 彦. E z<'a. swk.

.L.一.

1一
一.一ia

.o is.:; io .6.G 25,6

2 .o.・監 .0.2前 YS 26,8 ?0.4

3 sa _Aa.レ 20 26.0 26.0

4 :3.9 ・s'.a期 舗 28.3 3'.3

5 as as. 60 ss gG.9

c :5.3 25.2以 Lo 27,4 M.9

7 :a.3 蹴 轟 1SO M.6 s;.c

8 X5.4 :5.4×91 sno 2ア.6 n了 .fl

9 25.u' 25.5 3CiO 27.G 2了.9

.

23鶚 聖 鞠 煮 巴
r一 一s8,64一・

24.0→ 一.1曜5810pt胃 コ醪

傾 報)一

b



物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)

(鮫 島 買 三 郊)多 孔 質 固難 の氣 難 軟 薄 逮 鹿 ・ 一齟』(11〕

第 志 表

椰 子 炭1こ室 氣 の收 茄(18℃.735.6mm.)。

[Bergter,Ann,Physik,37(1912,482.E

ご roe.. 2mlo e so't, Tmie.

0.75 16.31 is 20.62 20.70

i 17.13
sa :0.93 :LO3

n 13.95 13.97
勝 21.17 21.27

&67 19.27 is.ia
30 21.47

●

1.97
5 19.56 13A5

90 2L7s Bias

7 19$i 19.85 50 s..oi 2A.03

9 20.00 0.08
CO 22.2S 2:.23

10 zo.zs ｰ0."5

工3 _0.49 £αδ4
1

17.7十2.5510gt=z

.第 六 表

珪 酸 ゲ ル に ア ム モ.晶ア の牧 着(25℃.,i氣 壓)

第 一供 猷 品

t(分,

0.6

i

2

j

io

20

ゲ 汐の枚 着 量
xos.(ac.)

ss.oo

35。14

40.19

43.ｰ.4

43fr1

93.98

23・9.4i.前

3x.23

90.30

43.10・

43.i3

93.99

ぎ

is,

1470

;315

11370

3a`.'9a

ii7GO

19ゲ ル の 孜 着 量

ro▼8,(oc,

aa.ca

45,26

95.8.

46.01

aesc

AG.53

zmm,

44.63

45.2s

4b.75

4&OS

4G・顕

4脳3

期

2,303×43543.'a
_x87

.OrO993.5-x37.0-t

4310.72(ogt=x

一(原 報)一
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(12,(鮫 局賓 三郎}.多 孔質固観 の氣磯吹着蓮度

物 理 化 学 の進 歩Vol:6(1932)
「

第 ・セ 表

.珪 酸 ゲ ル に ア ム モ ニア の牧 着(25℃,1氣 壓)

第 二 供 試 品

` To1 smu. ` roa. 'late
,

o.o

zip

2s.na

37.30

23.GC
37.231前=

sa

60

9&iC

43.96

43.75

4392

z

a

47.11
層

42.9i

40.33

d3.1] 1・.
i

135

留30

44.27

44.48

4生25

4F.bO

G 43L20 43」20 後 ユu3b 4b.02 95.03

io 4a39 93.33.NI 15:0 45.8b 95.7u

is 4&53 欟 期1

矍 謬35・㎎飃3i¥巍 一・

4'L6→ 一 〇・7ialogt監3x.

第A表

戯 ゲル蕨 甑 痂 蝣(2,i`C,、 継)

E ray 3erYc i 偽ゲ8, 『口屡c.

os ass 3.65甫 . ｰbb b.99 b.99

】 a.oa b.171 13SO G.09 cs7

n 5.33
期b

.38

1
2995 c.ic に13

11i
5.56

5.5fi

b.EO

b.bG後1

u}so

31150

a27

6.3.1

6.a

6,34繝
eoIbss 驫s・ 期} S_AD50 BAO 690

じ

,

2.303×5,45.4 _x-

2.Olog5.4-x-2.0ｰt

5.47一 ト0.19めg.=x

一 〔原 報}一



物理化学の進 歩Vol6(1932)

(鮫島貴三郎)多 孔質固雌 の氣彊收潸蓮度(13)

第 九 表

蛋 白石 に ア ムモ 畠ア の牧 着(25℃.,1氣 壓)

〔鮫 島,Bull,Chem,Soc.Japan,6(1931),168〕

ぎ 謬9'8. 實己衂d. 2 τo「8, zarc.

os S.u3 工20 4.54 4,S4

n z.07 2.93 'dO 5.17 5.17

ユ0 asi 3.6A 1460 6.59 s.o:

30 4.20 4.20 4320 sss 6.52

ea 45E 4.5:

■

2.60十1.OSlogt=x

第 十 表

珪 藻 土1こア ムモ=ア の牧AI(25℃.,i氣 壓)

瞰:島Bull,Cbem.Soc,Japan,6(1931),1鋤

` d'o'e. τ㎝あ, fIxon.
「

"岫.

0、ろ 11.69 … 巨 … 17.52

2 iiso 14.Si iscoiIS.SG 18.97

5 1δ.46 15.45 ㈱i、x.57 19.60

io IS92 15.86 "3iO 13.33 79.93

30 1fi.G1 assn
use aosi 9D.S(

ea 1G.97 16.97 issso 20,47 2直}St

120 17.33 17.39

.

14.44一;].4210gt=x

第 十 一 表

斜 方 涜 右 に ア1.モ 弓 ア の 締(2a`C..,1氣 壓).

〔鮫 島,Bu11,Chem,Soc,Japan,.a(1929)、101.〕

a Ta..聖, xrnu. 診 πび8.1 T[ulc.

03

1

.1ユss

149.1 }1::11・
10

跚'

19i

193.4 1:1:01・

一 鱇 報)一

`
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物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)

(14)(鮫 島實三郎)多 孔 質尚腫 の氣曜吹着速度

:.5

b

751.7

144.9

Is・ ・1

19↓9∫
・

ea

PTO

1猛0

198.5

199.9

期:oo
.a

iss.c
卩

199.9

230・6,

2.303x198198 _x
125tOa198-x126=t

195.4→ 一1.i310ge置z

第 十=表

.斜方 沸 石 に 炭 酸 瓦 斯 の 」孜着(25℃.,768.Smm)

〔馬 場,Bu11,Chem,sa,Japan,5(193り),194.〕

ご Te'`響 融. げ 『o,8
. 2礑.

oas 93.3 io i1.0 51.5

i acs 測 u4.3 JJ.O

1あ d1.G 42.0 42 59.1 58.7

n 44.1 43.5 GO GO.a eo.;

3 45.9 .45.5 】20 64,2 G3.9

5 47.3 980

40.0一 十一11.5ro3 .t=z

第 、 十 三.表

斜 方 沸 断 に 炭 酸 瓦 斯 の 牧 着(25℃.,772mm.)

〔馬 場,BulしChsn,Soe,Japan,5(1で3{〕),195.〕

' r,er. 2臨 aI:o. . 2敏.

o.as 39.G 451853i ass

2 70.4 SOlS78
引

87.7

3 5.1
F,鹽
iJd 1工2089 .3 39.9

5 77.6 77.5 ilSOi90S
l 90.7

10 80・n so.o
.1

1200196.2, 97.7

・・lt..a 82.6 lll!
71.5十8」510gt二rx

一一(原 響P一



(鮫島實三 郎)多 孔質固體 の氣櫨肢着速度

物 理 化 学 の進 歩Vol.6(1932)

(16)

..…..・ ・ .摘 要.一

1。 多孔質固體が一定壓に於ける氣榲 を牧藩する遶度は,二 段に行はれ一般に・

二催の速度式に依 りて表はされ るし3_pち

tlnSSxt=S
及 びx-aro3t=k

で あ る。 但 しtは 時 聞,zは 氣 體 牧 着量,S,K及 びQ,kは い つ れ も恒 數 で あ

るc

2.こ の中,上 の式は牧着前期の速度を表はす ものである、これは氣髏分子が

固體に吸はれるとき,附 漕 し易い部秀,或 は親和力の強い部分から先に牧着が起

るものと假定 して

dx _KS=xdt
x"

なる式を提撮 し,計 算の便宜のためn=]と おいて得た ものである。

3.上 肥二式の中の下の方は,牧 着後期の逑度を表 はすもので1そ れは氣韻分

子が固體原子或は分子間の誣めて狄い間滕に,押 し進 んで行 くものと置定 してtis

した式である。

昭 和 七 年 二 児

東京帝 國大學理 學部 化學 数室 にて

一(原 籾D-」 畠

'


